
２

発

20122013

4
No.88

今月のおもな内容
平成25年度の予算概要をお知らせします……………………②
喜多方プラザ文化センター4月1日リニューアルオープン………⑥
祝 日本農業賞「食の架け橋賞」大賞受賞……………………⑨
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歳
入
に
つ
い
て
は
、
年
少
扶
養
控
除
廃
止

な
ど
に
伴
う
個
人
市
民
税
の
増
収
が
見
込

ま
れ
、
固
定
資
産
税
は
地
価
の
下
落
な
ど

に
よ
る
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
市
た
ば

こ
税
は
県
と
市
町
村
と
の
税
率
配
分
の
見

直
し
に
よ
る
増
収
が
見
込
ま
れ
、
市
税
全

体
に
つ
い
て
は
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ

て
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
地

方
交
付
税
は
国
の
地
方
財
政
計
画
を
参
考

と
し
た
見
込
み
な
ど
か
ら
、
前
年
度
当
初

予
算
額
と
比
べ
て
減
額
す
る
見
込
み
で

す
。
新
本
庁
舎
建
設
事
業
に
伴
う
庁
舎
等

整
備
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
と
、
災
害
対
策

基
金
か
ら
の
繰
入
れ
の
増
加
に
よ
り
、
繰

入
金
が
増
額
の
見
込
み
で
す
。
市
債
に
つ

「一般会計」は ２３８億５３００万円
が使われます（25年2月1日現在の現住人口50,915人で算出）

歳　入
238億5300万円

市税
46億6,359万円
（19.5％）

地方交付税
99億2,259万円
（41.6％）

市債
27億3,878万円
（11.5％）

分担金及び負担金
2億1,910万円
（0.9％）

使用料及び手数料
2億5,599万円
（1.1％）

地方譲与税など
8億798万円
（3.4％）

財産収入など
3,787万円
（0.2％）
繰入金

6億4,411万円
（2.7％）

繰越金
1億5,000万円
（0.6％）

諸収入
6億2,241万円
（2.6％）

国庫支出金
19億4,773万円
（8.2％）

県支出金
18億4,285万円

（7.7％）

自主財源 （27.6%
）

依

存財源  （72.4%）

少
子
高
齢
化
・
高
度
情
報
化
・緊
急
雇
用
対
策
へ
の
対
応
、東
日
本

大
震
災
、原
発
事
故
か
ら
の
復
興
と
財
政
健
全
化
を
め
ざ
し
て

平成25年度 予 算

い
て
は
新
本
庁
舎
建
設
事
業
お
よ
び
山

都
・
高
郷
簡
易
水
道
統
合
事
業
な
ど
に
よ

り
増
加
の
見
込
み
で
す
。
こ
の
よ
う
な
見

込
み
か
ら
平
成
２５
年
度
一
般
会
計
歳
入
予

算
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て
５
億

４
７
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
、
高
度

情
報
化
な
ど
従
来
の
行
政
課
題
へ
の
対

応
、
緊
急
雇
用
対
策
へ
の
対
応
や
、
東
日

本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
発
電
所
事
故
か

ら
の
復
興
に
向
け
た
対
応
の
た
め
所
要
額

を
計
上
し
ま
し
た
。ま
た
新
庁
舎
建
設
に
伴

う
工
事
な
ど
の
所
要
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

市
の
将
来
の
都
市
像
で
あ
る｢

豊
か
で

元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光

都
市｣

の
実
現
に
向
け
て
、
喜
多
方
市
総

合
計
画
に
基
づ
く
諸
施
策
の
着
実
な
推

進
、
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
並
び
に
財

政
の
健
全
化
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
併
せ
て
必
要
と
な
る
た
め
、
平
成
２５
年

度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、必
要
性
、

緊
急
性
、
優
先
度
お
よ
び
事
業
の
終
期
な

ど
を
考
慮
し
、
平
成
２８
年
度
か
ら
の
普
通

交
付
税
な
ど
の
段
階
的
縮
減
に
向
け
、
財

源
を
有
効
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
事
業

の
重
点
・
選
別
化
を
念
頭
に
歳
出
予
算
の

計
上
を
行
い
ま
し
た
。

市
総
合
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
特
に
重
要
な
事
業（
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る
目
標
の
着
実
な
達
成
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
「
新
重
点

推
進
事
業
枠
」
を
設
け
、
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
東
日
本
体
震
災
お
よ
び
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
を
目
指
す
た
め
、
事
業
の
重
点
・
選
別
化
を
念
頭
に
置
い
た
予
算
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
２
３
８
億
５
３
０
０
万
円
で
、
24
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
５
億
４

７
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
合
計
画
に
基
づ
き
、将
来
像
「
豊
か
で
元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・

観
光
都
市
」
の
実
現
を
め
ざ
し
平
成
25
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

予　算

歳
入

歳
出予

算
編
成
の
要
点
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７
２
９
７
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

児
童
手
当
の
支
給
、
子
ど
も
医
療
費

（
１８
歳
以
下
の
医
療
費
）の
無
料
化
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
接
種

費
の
助
成
な
ど
少
子
化
や
予
防
医
療
に
係

る
扶
助
費
や
委
託
料
の
所
要
経
費
を
計
上

し
ま
し
た
。

主
な
建
設
事
業
と
し
て
、
新
本
庁
舎

建
設
事
業
、
坂
井
・
四
ツ
谷
線
街
路
事
業
、

舞
台
田
上
勝
線
街
路
事
業
、
道
路
改
良
事

業
、
消
防
施
設
整
備
事
業
、
山
都
・
高
郷

簡
易
水
道
統
合
事
業
な
ど
の
所
要
事
業
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

財
政
課
財
政
班
☎（
２４
）５
２
１
３

に
基
づ
き
重
点
的
に
行
う
事
業
又
は
重
要

な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
提
案
事
業
）

と
し
て
、
新
重
点
推
進
事
業（
５１
事
業
、

総
事
業
費
４
億
２
０
３
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。東日

本
大
震
災
お
よ
び
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
な
ど
か
ら
の
復

興
の
た
め
災
害
対
策
基
金（
市
町
村
復
興

支
援
交
付
金
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

回
復
支
援
市
町
村
交
付
金
原
資
分
）を
活

用
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ら
の
所
要
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

厳
し
い
雇
用
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、

引
き
続
き
緊
急
雇
用
創
出
事
業
経
費
２
億

歳　出
238億5300万円

総務費
41億5,576万円
（17.4％）

民生費
56億3,047万円
（23.6％）

衛生費
29億3,665万円
（12.3％）

土木費
25億1,336万円
（10.5％）

教育費
20億3,007万円

（8.5％）

災害復旧費
9,765万円
（0.4％）

公債費
23億7,886万円
（10.0％）

議会費
2億8,205万円
（1.2％）

予備費
1億円
（0.4％）

消防費
9億602万円
（3.8％）

農林水産業費
14億7,575万円
（6.2％）

商工費
13億504万円
（5.5％） 労働費

4,132万円
（0.2％）

歳　出
238億5300万円

総務費
41億5,576万円
（17.4％）

民生費
56億3,047万円
（23.6％）

衛生費
29億3,665万円
（12.3％）

土木費
25億1,336万円
（10.5％）

教育費
20億3,007万円

（8.5％）

災害復旧費
9,765万円
（0.4％）

公債費
23億7,886万円
（10.0％）

議会費
2億8,205万円
（1.2％）

予備費
1億円
（0.4％）

消防費
9億602万円
（3.8％）

農林水産業費
14億7,575万円
（6.2％）

商工費
13億504万円
（5.5％） 労働費

4,132万円
（0.2％）

みんなの暮らしに身近な予算の
市民1人当たり　４６８,４８７円

問問

水 道 事 業 会 計 予　算

特 別 会 計 予　算 一 般 会 計

●収益的収入及び支出〔営業勘定〕　（単位：万円）

※財源不足額11億7,151万円は、当年度分消費税および地方消
費税資本的収支調整額などで補てんします。

《業務の予定量》 ○給水件数 ………… 15,450件
○年間総給水量 …4,274,000㎥
○１日平均給水量 … 11,710㎥

●資本的収入及び支出〔資本勘定〕（単位：万円）

《収入》

区　　分 予算額

営業収益 9億1,206

営業外収益 932

特別利益 10

計 9億2,148

国民健康保険事業特別会計 62億1,374万円

後期高齢者医療事業特別会計 5億1,989万円

介護保険事業特別会計 44億5,573万円

公有林整備事業特別会計 403万円

都市計画事業喜多方西部土地区画整理事業特別会計
 5,045万円

都市計画事業塩川駅西土地区画整理事業特別会計

1億460万円

農業集落排水事業特別会計 1億9,672万円

下水道事業特別会計 15億1,400万円

山都簡易水道事業等特別会計 8億5,933万円

高郷簡易水道事業特別会計 9,712万円

駒形財産区特別会計 909万円

一ノ木財産区特別会計 4,161万円

早稲谷財産区特別会計 2,067万円

《収入》

区　　分 予算額

出 資 金 8,411

補 助 金 0

負 担 金 5,191

繰 入 金 42

計 1億3,644

《支出》

区　　分 予算額

営業費用 6億8,623

営業外費用 7,377

特別損失 200

予 備 費 300

計 7億6,500

《支出》

区　　分 予算額

拡張工事費 1億3,759

建設改良費 8億6,547

企業債償還金 3億189

予 備 費 300

計 13億795
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　観光振興諸費
（■外国人観光客受入体制整備事業
 23万円）
（■花でもてなす観光喜多方推進事
業 849万円）
◎観光施設整備事業（東町蔵整備事業）
 4,100万円
　都市・農山村交流推進経費
■負けない喜多方風評被害対策事業
〔観光物産対策〕 570万円

　企画政策諸費
（■市民と行政との協働モデル推進
事業 388万円）
　地域振興経費
（■過疎地域・集落対策事業 412万円）

　国際交流経費
（◎ウイルソンビル姉妹都市締結25
周年記念事業 89万円）

〔主に一般会計で重要なもの〕

■　……新重点推進事業
◎　……重要事業
( )  ……予算事業内の事業名
※ ……事業概要

主な使いみち

◎喜多方･塩川線道路整備事事業
 66,299万円
◎坂井･四ツ谷線街路事業 2億11,602万円
◎舞台田上勝線街路事業 900万円
◎山都･高郷簡易水道統合事事業〔山
都簡易水道事業等特別会計〕〕
 7億22,224万円
◎水道事業変更認可業務委託〔水道
事業会計〕 11,170万円
◎建設改良工事〔水道事業会会計〕
 8億22,994万円

　環境衛生諸費
（■環境基本条例等制定推進事業 25万円）
（◎線量低減化活動支援事業業
 1,7740万円）
　墓地管理経費
（◎上ノ山墓地公園墓所増設設工事
 9975万円）
　鳥獣保護及び有害鳥獣捕獲獲経費
（■有害鳥獣対策事業 7768万円）

　政策推進諸費
（◎住宅用新エネルギー設備備等設置
費補助事業 5589万円）
（■再生可能エネルギー等導導入拠点
モデル整備事業 1,0003万円）
（■小水力発電導入調査事業業
 58万円）
　塵芥処理経費
（◎汚泥等放射性物質測定事事業
 1105万円）

　管財諸費
（■森林等財産維持管理・利利活用推
進事業 1111万円）
（◎旧雇用促進住宅北側駐車車場整備
工事 1,0008万円）
◎新本庁舎建設事業 16億66,828万円
　賦課事務経費
（◎電子申告システム導入事事業  
 3399万円）
◎過年度林業施設災害復旧事事業費
 99,765万円
◎緊急雇用創出基金事業〔震震災対応
事業〕※49事業115人 2億77,297万円

■友好都市交流促進事業
　〔地域間交流経費154万円〕
　〔ボートのまちづくり振興経費 29万円〕

　文化財の保存・整備・活用等
（■蔵等国登録有形文化財保存支援
事業 200万円）
（■「喜多方市の歴史」再発見事業
 65万円）

　健康増進経費　　　 
（■健康きたかた生活習慣病対策強
化事業 938万円）
（■線量計等緊急整備支援事業　※妊
婦や中学生以下の子どもなど希望者
への個人線量計貸し出し  881万円）

◎高齢者世帯等除雪支援経費 401万円
　居宅老人福祉対策経費
（■要援護者台帳システム整備による
登録推進事業 111万円）
　高齢者介護予防事業費
（■いきいき高齢者介護予防推進事業
〔介護保険事業特別会計〕　 ※複合型
一次予防プログラムの実施  267万円）
　在宅支援事業費
（■認知症サポーター養成推進事業
 35万円）

　生活安全諸費
（■暴力団排除条例啓発事業 77万円）
　■食品等放射性物質分析検査事業
※市民が生産する自家用野菜などの
分析検査 2,138万円
　水防対策経費
（■塩川町上江･別府地区水害対策事業
 266万円）
　防災対策経費
（■防災力・減災力強化事業 1,016万円）

快適な生活環境の形成

地 域 間 交 流 の 推 進

住民と行政の協働の推進
人と自然に配慮した環境の形成

地域で育む福祉体制の推進

地 球 環 境 を 意 識 し た
循 環 型 社 会 の 形 成

安心で 健 康に 暮らせる
保 健・医 療 体 制 の 推 進

安全・安心の防犯・防災体制・
交通安全対策等の推進

～ くらしづくり ～

～ ふるさとづくり ～

も て な す 心 が 温 か い
喜 多 方 流 観 光 の 推 進

自然・歴史・文化に誇りが
もてる地 域 資 源の活用

～ 地域社会づくり ～
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25年度予算の

　25年度一般会計予算の主な

事業を、５つのまちづくりの

施策ごとに紹介します。

　農業振興対策経費
（■園芸作物施設化促進事業補助金
※園芸作物栽培用ハウスの整備経費
への補助 600万円）
（◎喜多方産ブランド米生産支援事
業補助金 1,441万円）
（■負けない喜多方風評被害対策事業
〔農林業対策〕　※首都圏などでのPR
活動、市内全域での米の放射性物質
検査などの風評被害対策 596万円）
（■農畜産物等喜多方ブランド確立
推進事業　※首都圏の民間事業者と
の連携によるアンテナショップの設
置など 365万円）
（■集落営農組織化等緊急促進事業
※集落営農等促進のための研修、共
同利用機械や農地集積への補助
 355万円）
（■農作物野生獣被害対策事業
※電気柵への補助 44万円）
（■先進的モデル経営体育成支援事業
 855万円）
（■中山間地域花き生産拡大実証モ
デル事業 84万円）
（■雄国山麓地区営農確立園芸モデ
ル実証事業　※収益性の高い新たな
作物に対して栽培用パイプハウスの
整備や資材に対する補助 135万円）
　新規就農対策経費
（■新規就農者経営確立支援事業費
〔新規就農者･東日本大震災被災地域
農業者支援事業〕　 431万円）
　水田農業構造改革対策経費
（◎人・農地プラン作成支援経費
 53万円）
　畜産振興対策経費
（■新肉用牛肥育素牛導入事業
 272万円）
（■新優良基礎雌牛導入事業 344万円）
　土地改良経費
（■ため池等農地災害危機管理対策事業
 650万円）
（◎小水力等農村地域資源利活用促
進事業 600万円）
　林業振興対策経費
（■森林整備･木材利用促進対策事業
※間伐材の搬出･運搬への補助 33万円）

　雇用促進対策経費
（■雇用相談センター就職支援事業
※合同企業説明会、就職支援セミナ
ーなどの開催 1,818万円）

　商工業振興対策経費
（■負けない喜多方風評被害対策事業
〔商工業対策〕 89万円）
（■東日本大震災被災等企業立地支
援事業 779万円)
（■ものづくり企業等経営基盤強化
支援事業 455万円）
（■工業振興ビジョン策定事業
 129万円）
（■商業振興ビジョン策定調査事業
 53万円）
（◎工場等設置助成金・雇用促進助
成金 5,630万円）
　中小企業振興対策経費
（■商店街低炭素街路灯導入促進事業
 320万円)
（◎制度資金信用保証料補助金※市
および県が創設した低利融資等を利
用した市内中小企業に対する信用保
証料の補助 4,000万円）
（◎中小企業振興資金貸付金
 4億1,900万円）
　物産振興促進対策経費
（■喜多方ブランド海外販路開拓支
援事業　※輸入停止等の規制で打撃
を受けているため、新たな海外への
販路開拓への支援　 293万円）

心を豊かにする生涯学習の推進 地 域の特 色を生かした
活力ある農 林 業の振 興

ひ と づ く り ～～ ひ ～ 産 業 づ く り ～

市人づくりの指針推進事業■喜多方
157万円

プラザ管理運営経費　喜多方
（■ 喜多方プラザオープン記念公演新生喜

1,450万円）
運営経費　美術館
家による文化交流事業（■芸術家

1,200万円）
ツ振興経費　スポー
ーツ交流都市宣言推進事業 （■スポー
ツ教室、ウオーキングイベ※スポー
ーなどの開催 102万円）ントラリ

管理経費　小学校
館改築設計業務　※熊倉 （◎体育館

 2,800万円） 
防水改修工事　※慶徳（◎屋上防

850万円）
館屋根塗装改修工事※姥堂（◎体育館

450万円）
ルろ過器改修工事　※駒形（◎プール

600万円）
管理経費中学校
ル改築設計業務　※塩川（◎プール

400万円）
館屋根改修工事　※山都（◎体育館

700万円）

祉諸費　社会福
い創出支援事業　※出会い（■出会い
ントへの補助 65万円）創出イベ
親家庭支援経費　ひとり

（◎ り親家庭自立支援給付金事業ひとり
ための能力開発講座や資格取※就業のた
練への給付金支給得養成訓練  290万円）給
管理運営経費　保育所
所0歳児待機児童解消事業（■保育所

922万円）
管理運営経費■児童館  1億5,369万円
年受け入れ拡充内容1,681万※（高学年
後児童クラブの14小学校区円）放課後
実施での継続
費予防経
フルエンザワクチン接種助（■インフ
※接種対象を中学3年生ま成事業　

1,551万円）でとする
医療給付費◎子ども 　※子育て世代
負担の軽減を図り、よりよの経済的
環境を整備するため子どもい子育て
下）の医療費を助成（18歳以下

1億3,605万円

特色ある学校教育の推進

安心して子育てができる
環 境 整 備 の 推 進

地域の個性を生かした商工業の振興
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喜
多
方
プ
ラ
ザ
は
、
喜
多
方
地

方
広
域
市
町
村
圏（
喜
多
方
市
、

西
会
津
町
、
北
塩
原
村
）の
文
化
、

教
育
お
よ
び
福
祉
な
ど
の
中
心
と

な
る
拠
点
施
設
で
す
。
昭
和
５８
年

の
オ
ー
プ
ン
か
ら
、
長
年
に
わ
た

り
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

や
、
設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、

平
成
２１
年
度
か
ら
施
設
改
善
・
増

設
工
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
す
べ
て
の
工
事
が
完
了

し
、
４
月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。工

事
期
間
中
は
一
部
の
施
設
の

み
の
使
用
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
全
面

的
に
使
い
や
す
く
、
人
に
や
さ
し

い
施
設
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
に
大
ホ
ー
ル
と
小
ホ

ー
ル
の
舞
台
音
響
・
照
明
、
機
械

設
備
や
全
館
の
空
調
設
備
な
ど
の

改
修
を
は
じ
め
、
一
般
席
と
同
じ

座
席
で
鑑
賞
で
き
る
車
い
す
席
４

席
の
新
設
を
含
む
大
ホ
ー
ル
客
席

の
席
幅
を
広
げ
た
更
新
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
駐
車
場
か
ら

南
面
入
口
へ
の
ス
ロ
ー
プ
を
設

け
、
正
面
入
口
に
自
動
ド
ア
を
設

置
し
、
事
務
室
に
車
い
す
の
方
の

た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
小
ホ
ー

ル
入
口
脇
に
は
水
飲
機
を
設
置
し

ま
し
た
。

施
設
周
辺
で
は
、
プ
ラ
ザ
の
建

物
の
外
構
を
整
備
し
、
駐
車
場
の

駐
車
位
置
を
変
更
す
る
な
ど
、
だ

れ
も
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
改
修

改
善
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

同
時
に
新
た
な
施
設
と
し
て

８２
・
４
平
米
の
「
第
三
練
習
室
」

が
加
わ
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
施

設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
の

で
、
十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
使
用

申
請
等
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。

本
年
は
喜
多
方
プ
ラ
ザ
開
館
３０

周
年
で
も
あ
り
、
そ
の
記
念
事
業

と
し
て
ポ
ッ
プ
ス
や
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
コ
ン
サ
ー
ト
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、

人
形
劇
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま

す
。今

後
も
喜
多
方
地
方
広
域
市
町

村
圏
の
皆
さ
ん
が
音
楽
や
演
劇
を

は
じ
め
と
す
る
芸
術
文
化
を
よ
り

よ
い
形
で
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ
ー

☎（
２４
）４
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２４
）４

６
１
２

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ
ー
４
月
１
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▲新しい喜多方プラザ外観

▲工事中の喜多方プラザ

▲新設された第三練習室

問問

喜多方プラザ１階見取り図
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喜多方プラザ基本使用料

午  前 午  後 夜  間 昼  間 昼  夜 全  日
午前9時～正午 午後1時～午後5時 午後6時～午後10時 午前9時～午後5時 午後1時～午後10時 午前9時～午後10時

大 ホ ー ル
平　日 21,600 28,800 34,560 50,400 63,360 84,960
土日祝 25,920 34,560 37,440 60,480 72,000 97,920

小 ホ ー ル
平　日 7,200 9,600 11,520 16,800 21,120 28,320
土日祝 8,640 11,520 12,480 20,160 24,000 32,640

第一練習室
平　日 720 960

1,200
1,680 2,160 2,880

土日祝 900 1,200 2,100 2,400 3,300

第二練習室
平　日 1,080 1,440

1,800
2,520 3,240 4,320

土日祝 1,350 1,800 3,150 3,600 4,950

第三練習室
平　日 1,800 2,400

3,000
4,200 4,800 6,600

土日祝 2,250 3,000 5,250 6,000 8,250

第一会議室
平　日 1,440 1,920

2,400
3,360 4,320 5,760

土日祝 1,800 2,400 4,200 4,800 6,600

小 会 議 室
平　日 1,080 1,440

1,800
2,520 3,240 4,320

土日祝 1,350 1,800 3,150 3,600 4,950

和　　　室
平　日 1,440 1,920

2,400
3,360 4,320 5,760

土日祝 1,800 2,400 4,200 4,800 6,600

視 聴 覚 室 
兼学習講座室

平　日 1,080 1,440
1,800

2,520 3,240 4,320
土日祝 1,350 1,800 3,150 3,600 4,950

第二会議室
平　日 2,520 3,360

4,200
5,880 7,560 10,080

土日祝 3,150 4,200 7,350 8,400 11,550

（単位　円）

時間区分
施設の別

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
塩
川

体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
が
３
月
に
完
了

し
、
４
月
か
ら
利
用
を
再
開
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
長
期

に
わ
た
り
大
変
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。塩

川
体
育
館
は
、
今
回
の
工
事
に
よ
り

天
井
板
を
撤
去
し
耐
震
補
強
が
施
さ
れ
た

ほ
か
、
ア
リ
ー
ナ
床
の
塗
装
、
ト
イ
レ
や

更
衣
室
、
器
具
庫
、
会
議
室
、
ロ
ビ
ー
な

ど
の
改
修
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
外
観
は
外

壁
塗
装
が
施
さ
れ
た
ほ
か
、
施
設
西
側
に

は
駐
車
場
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
照
明
施
設
な
ど
の
電
気
施
設
も
新

し
く
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
明
る
く
利

用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

塩
川
公
民
館
で
は
毎
月
１
回
、
土
曜
日

の
夜
間
に
塩
川
体
育
館
を
無
料
で
開
放

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
『
塩
川
体
育
館
一
般
開

放
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム
」』

を
開
催
し
ま
す
。

４
月
は
、
同
施
設
の
利
用
再
開
に
合
わ

せ
、
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
で
体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
家
族
や
お
友
だ
ち
な
ど
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

４
月
６
日（
土
）午
後
７
時
〜
８

時
３０
分

◆
場
所

塩
川
体
育
館（
ア
リ
ー
ナ
）

※
喜
多
方
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
塩
川

支
部
委
員
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

塩
川
総
合
支
所
教
育
課（
塩
川
公
民

館
）☎（
２７
）４
１
７
４

施
設
の
概
要

利用が再開される塩川体育館（アリーナ）

問問

塩
川
体
育
館
の
利
用
を
再
開
し
ま
す

耐
震
補
強
や
改
修
行
い  

利
用
し
や
す
い
施
設
に

4月から
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市
民
プ
ー
ル
の
供
用
期
間
外
に
、
指
定

の
屋
内
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

◆
対
象
者

小
学
生
以
上
の
市
民

◆
期
間

４
月
１
日
か
ら
平
成
２６
年
３
月

３１
日
ま
で（
た
だ
し
、
市
民
プ
ー
ル
供
用

期
間
の
６
月
１５
日
〜
９
月
１
日
を
除
く
）

◆
指
定
の
屋
内
プ
ー
ル

会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

（
河
東
町
南
高
野
字
金
剛
田
）

◆
助
成
額

会
津
若
松
市
市
民
料
金
と
の
差
額

○
大
人

１
回
２
６
０
円

○
高
校
生

１
回
２
１
０
円

○
小
中
学
生

１
回
１
０
０
円

※
通
常
の
プ
ー
ル
利
用
料
金（
２
時
間
）

○
大
人

１
回
７
８
０
円

○
高
校
生

１
回
６
３
０
円

○
小
中
学
生

１
回
３
１
０
円

◆
手
続
き

助
成
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
教
育

課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

◆
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

◆
受
講
料

無
料（
材
料
費
負
担
有
り
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３（
火
曜
日
は
休
館
）

グ
ル
ー
プ
や
団
体
な
ど
の
自
主
的
な
生

涯
学
習
活
動
で
講
師
を
招
い
て
活
動
を
す

る
場
合
、
講
師
料
を
助
成
す
る
講
師
派
遣

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
主
な
条
件

①
市
内
に
活
動
拠
点
を
持
つ
団
体
や
グ
ル

ー
プ
の
学
習
会
で
、
１０
人
以
上
の
参
加
者

が
あ
る
こ
と
。

②
公
的
機
関
が
主
催
や
共
催
に
な
っ
て
い

な
い
こ
と
。

③
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
・
営
利
目
的
の

学
習
で
な
い
こ
と
。

④
講
師
が
そ
の
団
体
の
会
員
で
な
い
こ
と
。

◆
講
師
料

市
内
在
住
の
講
師
６
千
円
、
市
外
在
住

の
講
師
１
万
円
を
限
度
と
し
、
１
団
体
年

間
２
回
ま
で
基
準
に
応
じ
助
成
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

派
遣
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
生
涯
学
習

課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

楽
し
み
な
が
ら
教
養
を
身
に
付
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、
初

心
者
の
方
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
新
規
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

が
決
ま
り
次
第
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
対
象
者

原
則
と
し
て
、
市
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
す
る
勤
労
青
少
年

用
助
成
制
度
を

屋
内
プ
ー
ル
の
利利
用

ご
活
用
く
だ
さ
いい

桜
ウ
ォ
ー
ク

蔵
の
ま
ち
喜
多
方方
桜ご

協
力
を

２
０
１
３
開
催
にに
ご

ム
主
催
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ーー
ム

新
規
受
講
生
募
集集

遣
事
業

生
涯
学
習
講
師
派派
遣

支
援
の
ご
案
内

■教養講座

講　座　名 内　　容 曜　　日
書道講座 書道の基本と実技 第１・３月曜日
生花講座 生け花の基本と実技 第１・３水曜日
着付講座 着付け・組紐の基本と実技 第２・４月曜日
茶道講座 茶道の基本と実技 第２・４水曜日
料理講座 エコクッキング 第２木曜日
■その他の講座

講　座　名 内　　容 曜　　日
ライフステップ
アップ講座

手芸、料理、軽スポーツ
などにチャレンジ

７月～12月
第１・３金曜日

卓球サークル 自主活動 毎週水・木・日曜日

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
は
、
日

中
線
記
念
自
転
車
歩
行
者
道
を
メ
イ
ン
コ

ー
ス
に
４
月
２７
日（
土
）開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
約
二
千
名
の
参

加
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
押
切
川
公
園
ス

ポ
ー
ツ
広
場
や
コ
ー
ス
周
辺
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
広
報
３
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

桜
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
内
）

☎（
２３
）２
１
１
６

押切川公園体育館周辺のソメイヨシノの様子

問問

申申
問問

申申

問問

申申

問問

申申
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第42回日本農業賞（NHK、全国農業協同組合中央会、JA都道府県中央会主催）特別部門の「食の架け
橋橋賞」で、喜多方市の小学校農業科の取組みが評価され、喜多方市教育委員会が大賞を受賞しました。
33月10日に東京都渋谷区のNHKホールで表彰式が行われました。

祝 日本農業賞「食の架け橋賞」大賞受賞

　市内すべての小学校において３年生から６
年生までの総合的な学習の時間に「農業科」を
設定し、市の基幹産業である農業を教育活動に
取り入れている。

小学校農業科が評価されたポイント 全国でも例を見ない取組みです！

　「農業を教える」のではなく「農業で教える」
ことに力点を置いており、豊かな心や社会性、
主体性の育成を目指している。

　教師対象に研修会を開催したり、授業で使用
する副読本を作成したりしている。

  子どもたちが地域の農家や自分の祖父母と農
作業や食べ物について話をする機会が増えた、
地域への愛着が高まったなどさまざまな効果
が現れている。

  地域の農業者に指導と支援をお願いしてお
り、90人近くの農家が支援員として協力して
いる。

  単発的な栽培体験ではなく，子どもたちが種
まきから管理・収穫・調理までの一連の学習を
行うことで、作物の「いのち」を実感している。

小学校農業科の取組みをぜひご覧ください!
　くわしくは市のホームぺージをご覧ください（農業科の学習のようす、児童の作文、副読本など）。
　実際の各小学校の圃場もご覧いただけます（各圃場には看板があります）。　

　これからも小学校農業科の学習を通して、心豊かな子どもたちを育んでいきます。
 教育委員会 学校教育課☎（23）2113問 問
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◆
血
圧

基
礎
項
目
で
ふ
だ
ん
の
血
圧
値
を
記
入

し
て
い
た
だ
い
た
結
果
と
し
て
、
血
圧
の

軽
度
異
常
者
は
、
男
女
共
に
３０
歳
か
ら
５０

歳
ま
で
、
年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
、
年
代

ご
と
に
お
よ
そ
倍
ず
つ
増
加
し
て
い
ま

す
。
若
年
か
ら
の
対
応
が
必
要
と
い
え
ま

す
。
４０
歳
男
性
に
一
番
高
血
圧
が
多
い
よ

う
で
す
。

※
軽
度
異
常（
最
高
血
圧
１
３
０
〜
１
３
９
）

（
最
低
血
圧
８５
〜
８９
）

異
常

（
最
高
血
圧
１
４
０
以
上
）

（
最
低
血
圧
９０
以
上
）

◆
栄
養
・
食
生
活

食
生
活
は
基
本
的
な
生
活
習
慣
で
す
。

若
い
世
代
で
の
野
菜
離
れ
が
見
ら
れ
ま

す
。
国
の
推
奨
す
る
野
菜
摂
取
量
は
一
日

３
５
０
㌘
以
上
で
す
が
、
そ
れ
に
満
た
な

本
市
に
お
い
て
は
、
全
国
の
傾
向
と
同

様
に
生
活
習
慣
の
変
化
や
高
齢
者
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の
有
病
者
・

予
備
軍
が
増
加
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
、

生
活
習
慣
病
対
策
、
特
に
「
肥
満
、
糖
尿

病
、
高
血
圧
等
内
臓
脂
肪
症
候
群（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）の
予
防
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
の
健
康
と
生
活

習
慣
に
関
す
る
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
市

の
健
康
増
進
計
画「
健
康
き
た
か
た
２１
」保

健
計
画
の
評
価
や
計
画
策
定
の
基
礎
資
料

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
状
況

○
実
施
時
期
…
平
成
２４
年
７
月

○
対
象
…
市
内
の
３０
歳
か
ら
６０
歳
代
の
男

女
２
０
０
０
人

○
回
収
数
…
１
０
８
７
人

回
収
率
…

５４
・
４
㌫（
う
ち
男
性
４
９
３
人
４５
・
４
㌫
、

女
性
５
９
４
人
５４
・
６
㌫
）

※
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

調
査
項
目
が
多
い
た
め
主
な
も
の
を
紹

介
し
ま
す
。

「
健
康
と
生
活
習
慣
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

調
査
結
果
の
概
要
に
つ
い
て

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様ななななななな予予予予予生生 「ア

い
状
況
で
す
。

朝
食
を
と
っ
て
い
る
割
合
は
、
女
性
の

方
が
男
性
よ
り
多
く
、
３０
歳
代
男
性
の
約

２
割
が
朝
食
を
と
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

◆
身
体
活
動
・
運
動

運
動
は
、
減
量
の
効
果
、
血
圧
を
下
げ

る
効
果
、
転
倒
予
防
な
ど
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
運
動
習
慣

が
少
な
い
状
況
で
す
。

◆
休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
事
に
つ
い
て
、
３０

歳
か
ら
５０
歳
代
ま
で
が
多
く
、
男
女
差
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
性
で
約

５
割
近
く
の
方
が
、「
こ
こ
ろ
の
相
談
窓

口
」（
精
神
的
な
健
康
相
談
）を
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル

県
の
現
状
と
比
較
す
る
と
、
多
量
飲
酒

者（
１
日
平
均
３
合
以
上
）と
、
習
慣
飲
酒

者（
週
５
日
以
上
）は
、
男
女
共
に
高
い
割

合
で
す
。

◆
歯
の
健
康

歯
科
検
診
に
定
期
的
に
行
く
割
合
は
少

な
く
、
男
性
１０
・
２
㌫
、
女
性
１４
・
５
㌫
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栄養士の

知って役立つ  健康レシピ
今月は、食改さん（喜多方市食生活改善推進員）が作

った料理をご紹介します。食改員は、食を通して家庭・

地域への健康づくりを推進しています。あなたも食改員

になりませんか。

興味のある方は保健課までご連絡ください。

【材料（2合分）】【材料（2合分）】
もち米0.5合、うるち米1.5合、醤油大さじ1（具）干ぜぜもち米0.5合、うるち米1.5合、醤油大さじ1（具）干ぜ

うぼうぼうんまい・豚肉各30グラム、干椎茸2枚、人参・ごぼん 人参んまい・豚肉各30グラム、干椎茸2枚、人参・ごぼん い・豚肉各30グラム 干椎茸2枚 人参・ごぼうう豚肉各30グラム 干椎茸2枚 人参 ごぼう肉各 グラム 干椎茸 枚 人参 ごぼんまい・豚肉各30グラム、干椎茸2枚、人参・ごぼう
各30グラム、板こんにゃく1/4枚各各30グラム、板こんにゃく1/4枚各3 板各 枚各各 ラム 板 んに く 枚各30グラム、板こんにゃく1/4枚
★（調味料）醤油大さじ1/2　砂糖・酒各大さじ1　塩★（調味料）醤油大さじ1/2　砂糖・酒各大さじ1　塩
小さじ1/2　干椎茸戻し汁30ミリリットル小さじ1/2　干椎茸戻し汁30ミリリットル
みつ葉（季節の青菜）適宜みつ葉（季節の青菜）適宜
【作り方】【作り方】
①干ぜんまいを茹でて、一度水を切る① を茹①①①①干ぜんまいを茹でて、一度水を切る。①① 茹 度水を切①干ぜんまいを茹でて、一度水を切る。
②鍋に水を入れ、①を2～3分茹で、蓋をしたまま自②鍋 水を入れ ①を 分茹 蓋をしたまま自②鍋に水を入れ、①を2～3分茹で、蓋をしたまま自
　然に冷ます。然に冷ます。
③②のぜんまいは細かく切り、豚肉、もどした干椎③②のぜんまいは細かく切り、豚肉、もどした干椎
　茸は細切り、人参・ごぼうはささがき、板こんに茸は細切り、人参・ごぼうはささがき、板こんに
　ゃくは短冊切りにする。ゃくは短冊切りにする。

まいをを④鍋に油を熱し、豚肉、ごぼう、人参、ぜんまいをを④鍋に油を熱し、豚肉、ごぼう、人参、ぜんまいを④ ぼ油を熱 を④鍋に油を熱し 豚肉 ごぼう④鍋に油を熱し 豚肉 人参④鍋に油を熱し、豚肉、ごぼう、人参、ぜんまいを
　炒める。椎茸、こんにゃく、椎茸の戻し汁、★の炒める。椎茸、こんにゃく、椎茸の戻し汁、★の
　調味料を入れて煮詰める。調味料を入れて煮詰める。
⑤米が炊きあがったら④の具をのせて蒸らす。⑤米が炊きあがったら④の具をのせて蒸らす。

り、みつ葉を飾るみつ⑥よく混ぜ合わせて茶碗に盛り⑥ わせて茶碗に盛り、みつ葉をよく混ぜ合わせて茶碗に盛り、みつ葉を飾るみ⑥よく混ぜ合わせて茶碗に盛り、みつ葉を飾る⑥よく混ぜ合わせて茶碗に盛り、みつ葉を飾る

うま味たっぷり
ぜんまい混ぜご飯

＊＊  
ぜんまい混ぜご飯

 ＊＊
今月の

メニュ
ー

干しぜんまいは柔らかく茹ですぎると、混ぜる時にベタベ
タになってしまうので注意。茹でて冷めてから揉むともや
もやしておいしいです。

で
し
た
。

◆
た
ば
こ

喫
煙
状
況
は
、
男
性
３９
・
９
㌫
女
性

１０
・
７
㌫
が
喫
煙
し
て
い
ま
す
。
若
い
年

代
が
多
い
結
果
で
し
た
。

◆
生
活
習
慣
病

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）」
に
つ
い
て
の
知
識
を
持

つ
人
の
割
合
は
、
男
女
合
わ
せ
７３
㌫
で
し

た
。
今
後
も
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
と

あ
わ
せ
て
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

予
防
接
種
法
の

改
正
に
よ
り
、
４
月

１
日
か
ら
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
を
定
期
予
防
接
種
と
し
て
実
施
す
る

予
定
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
中
学
校

１
年
生
相
当
年
齢
の
女
子
、
ヒ
ブ
お
よ
び

小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
生
後
２
か
月

の
お
子
さ
ん
が
新
規
該
当
と
な
り
、
通
知

い
た
し
ま
す
の
で
、内
容
を
確
認
の
う
え
、

積
極
的
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
は
高
校

１
年
生
相
当
年
齢
ま
で
該
当
と
な
り
ま
す

の
で
、
３
回
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い

場
合
は
、
接
種
間
隔
に
留
意
し
て
早
め
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ブ
お
よ
び
小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
は
５
歳
未
満
ま
で
が
該
当
で
す
が
、
接

種
開
始
の
月
齢
や
現
在
の
年
齢
に
よ
り
残

り
の
回
数
が
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

問問

問問

《 食改さんの料理をご紹介します 》

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
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おはははなしなしなしなしししししししししなしなししししししドライブブブブブブブブブブブブブブブブ（（（（（（毎週日曜日に喜多方方
市立図書館で開催中、中、日程は23ペ ジージージ）

■市立中中中学学学校卒卒卒業証書授与式
（３（（ 月13日、市立第三中中中中中中中中中中中学学校学校学学学学 ）

　３月13日に、にに 市内内中学中中学学学学学校校７７校 校465名に名に名にににににににににに卒卒業卒卒卒卒卒卒 証
書ががが授与与与与与与されされれれままししした。た。た。少年少年年年年少 期・・・少少女期かかかかから青ら 年年期年年
にわにわにわたるたるたたるたる義務教育を経を経を経て、て、ててててててててて 楽し楽ししししししかかっかっかった学び舎の思
い出いい とと、ととと 育ま育ま育まれたれたれた友友友情をををを抱を抱をををををを きなきななががらがら、、、新たな希望
をを胸ををををををををを に中に中中中中に中中中学校学校学学校学学学 を巣をを 立ち立ちち立ち立立ち立立立 まままままましまししした。た。た。

■第511回会会会津津津熱塩三ノノノノノノノノノノノノノ倉倉倉スススススススキキキキキキキキキキキキキー大大大大大大大会会会会会
（３月111日1 、、三、三三、三ノノノノ倉ノ倉ノ倉ノ スキスキキスキー場ー場ー ）

　遠くはくはくは神神奈神奈川県川 横浜横浜横浜横浜浜市かかかかからら1ら 31人人が人が人が人が人 エンエンンエンエントリトリト ー
し、小学小学小学生か生か生生生かか生か生生か生生生生生 らマらマママママママママスタスタスタスターズーズーズ（（56歳歳以上以上以以上上）ま）ま）ま）までのででで
15部門門門門門門門門門門門門門門門で熱でで熱で 戦ががが繰りりり広げ広げ広げげられられれれましした。た。
最高ラッラッッララララララララ ププ賞ププ （中（中（中学生学生学生以上以上上上以上のの部の で最も早も早も早い選いい 手）手）手）
は男は 子・子子 甲斐甲甲 史く史く史くん（ん（ん（（喜多多多方方市方 スキークククー ラブブブ）））
　52秒秒秒787 、女、女女子・子・子 矢木矢木矢木木理子子さささん58秒59（東山ススス
キーキースポスポススポスススススス 少）少）少少少少 でしでしでした。た。た。　

平成24年度年度観光コンシェシェシェルジルジルジジュ養成講座
【おもても なし講演会】（３（３３月117日、押、、 切川
公園公公公公 体育館会議室）

ここここここ ろの健康講演会
（３月12日、喜多方プラプラプラプラプラプラプラプラプププラプププラララザザザ）ザザザザザ

ふるさとととのの風景展in喜多方（３月３月２２２日～
24日、喜多方市方市美術館）

積雪のため平年より開催が遅れました。
5ヘクタールの敷地に約100万株の福寿草が
咲く、日本最大級の群生地にぜひお越しく
ださい。
◆開催日　3月30日（土）～4月21日（日）
◆場　所　山都町沼ノ平
沼の平むらおこし実行委員会☎(38)3655

 喜多方観光協会山都支部☎(38)3830

問 問

ををををををを各各地で行われわわ た催たた しなしなししししししし どを

おおお届けしけしししししししししますすすすすす・・・
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ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

企
画
政
策
課
政
策
企
画
室

☎（
２４
）５
２
０
７

土
地
利
用
型
農
業
の
モ
デ
ル
と

な
る
先
進
的
な
経
営
体
の
育
成
に

向
け
た
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

【
融
資
主
体
型
支
援
】

大
規
模
で
収
益
性
の
高
い
農
業

を
目
指
す
意
欲
あ
る
経
営
体
が
、

融
資
を
主
体
と
し
て
経
営
改
善
目

標
の
達
成
に
必
要
と
な
る
農
業
用

機
械
・
施
設
を
導
入
す
る
場
合
、

融
資
残
の
自
己
負
担
部
分
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
の
対
象
と
な
る
機
械
・
施

設

県
単
独
事
業
の
対
象
と
な
ら

な
い
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
等

の
農
業
用
機
械
・
施
設

◆
補
助
率

融
資
残
の
２
分
の
１

以
内

◆
助
成
対
象
者

一
定
の
要
件
を

満
た
す
認
定
農
業
者
又
は
農
産
物

市
で
は
、
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
、
太
陽
熱
を
利
用
し
た
給
湯・

冷
暖
房
機
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
や
薪

を
使
っ
た
ス
ト
ー
ブ
と
い
っ
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
住
宅
に
設
置
す

る
市
民
の
方
に
対
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

◆
補
助
対
象
設
備
と
補
助
金
額
・

募
集
件
数

○
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
…
３
万
円
／
㌔
ワ
ッ
ト
、
上

限
５
㌔
ワ
ッ
ト（
最
大
１５
万
円
／

件
）３５
件
程
度

○
太
陽
熱
利
用

シ
ス
テ
ム
…
定
額（
３
万
円
／
件
）

３
件
程
度

○
ペ
レ
ッ
ト
・
薪
ス
ト

ー
ブ
…
設
置
費
の
５
分
の
１（
最
大

５
万
円
／
件
）１０
件
程
度

○
小

型
風
力
発
電（
太
陽
光
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
発
電
含
む
）定
額（
５
万
円
／
件
）

１
件
程
度

先
進
的
モ
デ
ル
経
営
体
育
成
支

援
事
業

平
成
25
年
度
住
宅
用
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
に
対
す
る
補
助

補
助
・
支
援

市民の皆さんの
生活に直結するい
ろいろな制度や催
しなどを紹介する
コーナーです。
情報の詳細につ
いては、問へ連絡
してください。

　住民票や戸籍な
どの各種証明書交
付、印鑑登録、自
動車臨時運行許
可、税務の諸証明
について、午後７
時まで受け付けし
ています（臨時運
行・税務は本庁の
み）。
◆本庁（火・金曜）◆◆
◆熱塩加納総合
支所（水曜）
◆塩川総合支所
（月曜）
◆山都総合支所
（木曜）
◆高郷総合支所
（火曜） 
　ＦＭきたかた
（78.2MHz）のイン
フォメーション喜
多方市「週刊ト
ピックス」で地
域や市政の話題
を放送していま
す。土・日曜日の午
前9時45分 ～、
月曜日の午前7時
45分～

問問

◆
応
募
資
格

○
市
内
の
住
宅

（
事
務
所
・
店
舗
等
を
兼
ね
る
も
の

を
含
み
ま
す
）に
上
記
の
設
備
を
設

置
す
る
方

○
上
記
の
設
備
が
設

置
さ
れ
た
喜
多
方
市
内
の
住
宅
を

購
入
し
、
自
ら
居
住
す
る
方

○

平
成
２６
年
２
月
末
日
ま
で
に
上
記

の
設
備
の
設
置
工
事
を
完
了
し
、

実
績
報
告
が
で
き
る
方
。

◆
募
集
開
始

５
月
７
日（
火
）か

ら
先
着
順
に
受
け
付
け
、
予
算
が

無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

市
か
ら
の
補
助
金

交
付
決
定
前
に
設
備
設
置
工
事
を

着
工
し
た
場
合（
事
前
着
工
）は
補

助
金
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
中
古

品
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
方
法

企
画
政
策
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
住
民
課
に
設
置
し

て
あ
る
申
請
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
関
係
書

類
を
添
え
て
下
記
申
込
先
に
直
接

ご
提
出
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
し
込
み
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ

の
共
同
販
売
経
理
を
行
う
集
落
営

農
組
織

①
平
地
で
２０
㌶
以
上
、

中
山
間
地
域
で
１１
㌶
以
上
の
経
営

規
模
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
は
３
年
以
内
に
確
保
さ
れ
る

見
込
が
確
実
で
あ
る
こ
と
。
②
水

稲
生
産
者
に
あ
っ
て
は
、
米
の
生

産
数
量
目
標
に
従
っ
た
生
産
を
行

う
者
で
あ
る
こ
と
。
③
出
荷
す
る

穀
類
全
て
に
お
い
て
化
学
肥
料
、

化
学
合
成
農
薬
５
割
以
上
の
低
減

に
取
り
組
む
こ
と
…
な
ど

◆
応
募
方
法

応
募
者
は
所
定
の

様
式（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）を
作
成
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

４
月
２６
日（
金
）

【
農
地
集
積
加
速
化
支
援
】

土
地
利
用
型
農
業
の
モ
デ
ル
と

な
る
先
進
的
な
経
営
体
へ
の
農
地

の
面
的
集
積
を
促
進
す
る
た
め
、

農
地
集
積
に
協
力
す
る
者（
農
地

の
出
し
手
）に
対
し
、
そ
の
農
地
面

積
に
応
じ
て
農
地
集
積
加
速
化
交

付
金
を
交
付
し
ま
す
。

問問
申申
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◆
補
助
率

定
額（
上
限
１０
万
円
）

◆
募
集
対
象
者
・
事
業
実
施
主
体

農
用
地
利
用
改
善
団
体
、
３
戸

以
上
の
農
業
者
か
ら
組
織
す
る
団

体
な
ど

◆
応
募
方
法

応
募
者
は
所
定
の

様
式（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）を
作
成
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
林
課

農
業
振
興
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
５

地
域
農
林
産
物
を
活
か
し
た
商

品
開
発
や
販
路
開
拓
に
向
け
た
６

次
産
業
化
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
経
費

○
市
場
調
査

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
依
頼

○
商
品

開
発
や
試
作
に
必
要
な
原
材
料
、

資
材
購
入

○
外
部
業
者
へ
の
加

工
委
託

○
成
分
分
析
委
託

○

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
作
成

○

そ
の
他（
販
売
促
進
活
動
に
要
す

る
経
費
）

◆
補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
８０

㌫
以
内（
上
限
４０
万
円
／
年
）

◆
募
集
対
象
者
・
事
業
実
施
主
体

農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
、
農

業
者
の
組
織
す
る
団
体
な
ど
、
ま

た
は
食
品
製
造
な
ど
を
お
こ
う
事

業
者

◆
交
付
単
価

２
０
０
０
０
円
／

１０
㌃（
１
回
限
り
）

◆
交
付
対
象
者

農
地
所
有
者
、

農
用
地
利
用
改
善
団
体

◆
助
成
要
件

①
土
地
利
用
型
農

業
の
モ
デ
ル
と
な
る
先
進
的
な
経

営
体
に
対
し
、
新
た
に
期
間
１０
年

以
上
の
利
用
権
の
設
定
な
ど
行
う

も
の
で
あ
る
こ
と
。
②
平
地
に
あ

っ
て
は
１
㌶
以
上
、
中
山
間
地
域

に
あ
っ
て
は
０
・
８
㌶
以
上
の
面
的

集
積
が
図
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

農
林
課
農
業
振
興
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
５

集
落
営
農
組
織
や
農
業
法
人
の

組
織
化
等
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す
。

【
集
落
営
農
組
織
等
育
成
支
援
】

地
域
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、

３
年
以
内
に
集
落
営
農
組
織
等
の

設
立
を
目
指
す
団
体
が
、
共
同
利

用
を
目
的
に
導
入
す
る
農
業
用
機

械
・
施
設
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

◆
助
成
対
象
と
な
る
農
業
用
機
械
・

施
設

稲
作
経
営
に
必
要
な
共
同

利
用
を
目
的
と
し
た
農
業
用
機

械
、
設
備
、
施
設

◆
補
助
率

事
業
費
の
８
㌫
以
内

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

集
落
営
農
組
織
化
等
緊
急
促
進

事
業

（
上
限
１
０
０
万
円
）

◆
助
成
対
象
要
件

①
３
年
以
内

に
共
同
販
売
経
理
を
行
う
集
落
営

農
組
織
等
を
設
立
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

②
導
入
す
る
機
械
は
、
集
落
内
の

３
戸
以
上
の
農
業
者
の
共
同
利
用

が
図
ら
れ
る
こ
と
。
③
米
の
生
産

数
量
目
標
に
従
っ
た
生
産
を
行
う

者
で
あ
る
こ
と
…
な
ど

◆
募
集
対
象
者
・
事
業
実
施
主
体

農
用
地
利
用
改
善
団
体
、
３
戸

以
上
の
農
業
者
か
ら
組
織
す
る
団

体
な
ど

◆
応
募
方
法

応
募
者
は
所
定
の

様
式（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）を
作
成
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
集
落
営
農
等
組
織
化
推
進
支
援
】

地
域
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、

３
年
以
内
に
集
落
営
農
組
織
な
ど

の
設
立
を
目
指
す
団
体
に
対
し
て
、

そ
の
取
り
組
み
に
必
要
と
な
る
経

費
を
支
援
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象
経
費

①
座
談
会
開

催
等
に
係
る
事
務
的
経
費

②
経

営
、
法
務
等
に
関
す
る
専
門
家
等

を
依
頼
す
る
の
に
要
す
る
経
費

③
先
進
地
視
察
等
に
要
す
る
経
費

④
経
理
ソ
フ
ト
等
の
導
入
に
要
す

る
経
費

⑤
そ
の
他
集
落
営
農
組

織
等
の
組
織
化
に
必
要
な
経
費

◆
助
成
期
間

○
２
年
間
…
農
業

者
、
農
業
生
産
法
人
、
農
業
者
の

組
織
す
る
団
体
な
ど

○
１
年
間

…
市
内
に
店
舗
ま
た
は
工
場
な
ど

を
有
す
る
事
業
者

◆
採
択
数

４
事
業

◆
応
募
方
法

応
募
者
は
所
定
の

様
式（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）を
作
成
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

４
月
２６
日（
金
）

農
林
課
農
業
振
興
対
策
室

☎（
２４
）５
２
３
５

問問
申申

問問
申申

問問
申申国民健康保険の届け出を忘れずに

現在の医療保険制度は国民皆保険となっており、何ら
かの健康保険に加入しなければなりません。
国民健康保険を「加入」「脱退」する場合には、他の

健康保険に加入または脱退してから14日以内に届け出を
しなければなりません。忘れずに届けましょう。
申 市民課 市民窓口係☎（24）5225

または各総合支所 住民課 市民サービス班

問 問申 申
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員
で
な
い
方

◆
応
募
方
法

任
意
の
様
式
に

「
水
道
事
業
経
営
等
審
議
会
委
員

希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
職
業

及
び
簡
単
な
経
歴
の
ほ
か
、
応
募

の
動
機（
４
０
０
字
程
度
）を
記
入

の
う
え
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
締
め
切
り

４
月
１５
日（
月
）必

着◆
選
考

応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
市
で
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

水
道
課（
〒
９
６
６

－

０
０
９

４
喜
多
方
市
字
押
切
１
丁
目
９９
番

地
）☎（
２２
）１
５
０
７

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）

７
０
７
６
Ｅ
メ
ー
ルsuidou@

city.

kita
ka
ta
.fukushim

a
.jp

飯
豊
山
登
山
者
に
二
次
交
通

（
駅
か
ら
目
的
地
ま
で
の
交
通
手

段
）を
確
保
し
、
観
光
交
流
拡
大

お
よ
び
飯
豊
山
登
山
者
の
利
便
性

を
図
る
た
め
、
飯
豊
山
ア
ク
セ
ス

バ
ス
運
行
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

◆
運
行
経
路

Ｊ
Ｒ
山
都
駅
か
ら

喜
多
方
市
山
都
温
泉
保
養
セ
ン
タ

ー
「
い
い
で
の
ゆ
」
を
経
由
し
て
、

い
。

社
会
福
祉
課

子
育
て
支
援
室

☎（
２４
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総
合

支
所
住
民
課

喜
多
方
市
水
道
事
業
経
営
等

審
議
会
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、

水
道
料
金
お
よ
び
給
水
施
設
の
使

用
料
、
給
水
施
設
の
管
理
方
法
に

関
す
る
重
要
事
項
、
そ
の
ほ
か
水

道
事
業
の
経
営
お
よ
び
簡
易
水
道

事
業
の
運
営
な
ら
び
に
専
用
水
道

の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
調

査
審
議
す
る
機
関
で
す
。

市
で
は
、
よ
り
幅
広
く
市
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
取
り

入
れ
る
た
め
、
本
審
議
会
の
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

◆
公
募
人
数

５
人
以
内

◆
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

◆
応
募
資
格

○
市
内
に
在
住
し
、

水
道
に
よ
っ
て
水
の
供
給
を
受
け

て
い
る
６５
歳
以
下
の
方

○
原
則

と
し
て
平
日
の
日
中
の
会
議
に
参

加
で
き
る
方

○
こ
の
審
議
会
以

外
に
３
つ
以
上
の
審
議
会
等
の
委

平
成
２６
年
３
月
１５
日
ま
で
に
実
績

報
告
書
な
ど
の
提
出
が
で
き
る
工

事
と
し
ま
す
。

【
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
水
洗
化
工

事
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
】

浄
化
槽
設
置
に
伴
う
工
事
費
１

０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
、
市
が

融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
、
そ
の
利
子

を
補
給
す
る
も
の
で
す
。

※
補
助
金
額
な
ど
詳
し
く
は
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
総
務
係

☎（
２４
）５
２
５
０

１２
月
か
ら
３
月
分
が
振
り
込
み

に
な
り
ま
す
。
個
別
に
支
給
通
知

は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
登
録
さ

れ
て
い
る
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

住
所
や
同
居
さ
れ
て
い
る
ご
家

族
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は
変
更
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が

遅
れ
る
と
、
手
当
の
支
払
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
、
一
部
支
給
停

止
適
用
除
外
事
由
届
が
未
提
出
の

方
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。
す

み
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

【
浄
化
槽
設
置
費
補
助
】

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

新
築
ま
た
は
更
地
に
し
た
う
え

で
の
建
て
替
え
や
、
増
築
ま
た
は

改
築
に
よ
り
汲
み
取
り
便
槽
な
ど

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

※
申
請
の
前
に
工
事
着
手
し
た
場

合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
汲
み
取
り
便
槽
お
よ
び
単
独
処

理
浄
化
槽
の
撤
去
に
か
か
る
補
助

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
伴

い
、
単
独
処
理
浄
化
槽
・
汲
み
取

り
便
槽
を
完
全
に
撤
去
す
る
た
め

の
費
用
の
一
部
を
設
置
費
補
助
金

に
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま
す
。

※
新
築
や
完
全
撤
去
が
で
き
な
い

場
合
は
撤
去
費
補
助
の
該
当
に
な

り
ま
せ
ん
。

◆
対
象
と
な
る
地
域

下
水
道
事

業
の
認
可
区
域
や
農
業
集
落
排
水

事
業
な
ど
の
採
択
さ
れ
た
区
域
以

外
の
市
内
全
域
。

◆
申
込
期
限

予
算
の
範
囲
内
で

行
う
た
め
、
定
数
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。
遅
く
と
も

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

補
助
・
支
援

募

集

４
月
11
日（
木
）は
児
童
扶
養
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
定

時
支
給
日
で
す

「
喜
多
方
市
水
道
事
業
経
営
等

審
議
会
」委
員
の
公
募

「
飯
豊
山
登
山
ア
ク
セ
ス
バ
ス
」

運
行
事
業
者
の
公
募

問問
申申

問問

問問
申申

共済で、くるま社会の助けあい

お　　な掛金で得
大きな補償

全国２４時間
ネットワーク

万一の事故の時も安心

フリーダイヤル0120－24－6250

●共済契約の

手続きは簡単！
●無事故による割引は

そのまま継続

東北自動車共済代理所
喜多方自家用自動車組合

お問い合わせ
お申し込みは

（TJｋ（業）02  2012.1）－01
喜多方市字宮西2541－12 室井ビル1階
TEL  0241－22－1419（喜多方郵便局東側）
FAX  0241－22－1619

自動車共済、自賠責共済、廃車手続き、名義変更、ナンバー登録・変更は気軽にご相談下さい。廃車手続きは、お早めに

東北自動車共済（協）東北自動車共済（協）東北自動車共済（協）
無料見積り
いたします
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班
平
成
２５
年
度（
４
月
〜
平
成
２６

年
３
月
ま
で
）の
新
規
受
付
が
４
月

１
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
は

２０
歳
以
上
の
学
生
に
つ
い
て
、
本

人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
に

限
り
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保

険
料
の
納
付
が
１０
年
間
猶
予
さ
れ

る
も
の
で
す
。

申
請
が
必
要
な
方
は
、
在
学
証

明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
、
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い（
年
金
手
帳

や
納
付
書
が
お
手
元
に
あ
る
方
は

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
）。

◆
受
付
場
所

本
庁
市
民
課
国
民

年
金
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
、
会
津
若
松
年
金
事
務
所

※
郵
送
で
の
申
請
も
可
能
で
す
が
、

書
類
の
不
備
な
ど
が
な
い
よ
う
に

事
前
に
電
話
で
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
日
中
ご
連
絡
の
つ
く
電

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
課
国
民
年
金
係

☎
０
２
４
１（
２４
）５
２
２
６

助
金
の
額
は
、
補
助
対
象
経
費
に

対
し
て
、
運
行
収
入
が
不
足
し
た

場
合
に
は
予
算
の
範
囲
内
と
し
ま

す
。な

お
、
運
輸
局
へ
の
許
可
申
請

お
よ
び
申
請
に
係
る
費
用
は
事
業

者
負
担
と
し
ま
す
。

運
行
収
入
の
運
賃
に
つ
い
て
は
、

大
人
１
人
１
回
１
０
０
０
円
、
子

供
１
人
１
回
５
０
０
円
と
し
ま
す

（
小
学
生
で
未
就
学
児
は
無
料
）。

◆
公
募
期
間

４
月
８
日（
月
）〜

１９
日（
金
）午
後
５
時
必
着

山
都
総
合
支
所

産
業
課

商
工
観
光
係
☎（
３８
）３
８
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３８
）３
８
９
９

Ｅ
メ
ー
ル y_syoukou@
city.kitak

ata.fukushim
a.jp

◆
縦
覧
日
時

４
月
１
日（
月
）〜

５
月
２７
日（
月
）ま
で（
た
だ
し
、
土
・

日
、
祝
日
を
除
く
）午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

◆
縦
覧
で
き
る
方

市
内
に
土
地
、

家
屋
を
所
有
す
る
納
税
者

年
金
の
学
生
納
付
特
例
制
度

年

金

税
平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧

川
入
行
政
区
内
の
喜
多
方
市
飯
豊

山
寄
覧
所
館
ま
で
。

◆
運
行
期
間

７
月
１２
日（
金
）〜

９
月
２
日（
月
）ま
で
の
５３
日
間（
金

曜
〜
月
曜
日
の
み
の
運
行
で
実
質

３２
日
間
運
行
）運
行
内
容
は
１
日

２
往
復

①
山
都
駅
発
午
前
８
時
５０
分
〜
川

入
着
９
時
３５
分

②
川
入
発
午
前
１０
時
３０
分
〜
山
都

駅
着
１１
時
１５
分

③
山
都
駅
発
午
後
１
時
４０
分
〜
川

入
着
２
時
２５
分

④
川
入
発
午
後
２
時
４５
分
〜
山
都

駅
着
３
時
３０
分

◆
応
募
・
資
格
要
件

応
募
で
き

る
事
業
者
は
、
次
の
要
件
を
満
た

す
法
人（
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運

送
事
業
者
）で
事
業
遂
行
能
力
な

ど
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
①
バ
ス
に

よ
る
運
行（
２０
人
程
度
）を
自
主
運

行
で
き
る
こ
と
。
②
道
路
運
送
法

第
２１
条
第
２
号
の
許
可
事
業
者
で

あ
る
こ
と
。
③
自
社
保
有
バ
ス
が

２
台
以
上
あ
る
こ
と
。
④
車
両
故

障
等
緊
急
の
場
合
に
、
２
時
間
以

内
で
対
応
が
で
き
る
こ
と
。
⑤
会

津
管
内
に
お
け
る
実
績
が
あ
る
こ

と
。

◆
事
業
補
助
金
の
額

補
助
対
象

経
費
は
、
ア
ク
セ
ス
バ
ス
運
行
に
係

る
貸
切
バ
ス
運
行
費
用
と
し
、
補

◆
縦
覧
場
所

市
役
所
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

◆
縦
覧
手
数
料

無
料

◆
閲
覧
お
よ
び
証
明
書（
課
税
台

帳
記
載
事
項
証
明
書
）を
請
求
で

き
る
方

税
義
務
者
、
法
定
相
続

人
、
借
地
借
家
人

◆
閲
覧
お
よ
び
証
明
手
数
料

１

件
に
つ
き
２
０
０
円

※
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
無
料

で
す

◆
閲
覧
お
よ
び
証
明
の
手
続
に
必

要
な
も
の

○
請
求
者
の
印
鑑

（
認
印
）、
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状（
住
所
・
氏
名
は
依
頼
人
の
自
署

の
も
の
）、
○
法
人
の
場
合
は
会
社

の
代
表
者
印
を
ご
持
参
い
た
だ
く

か
会
社
の
委
任
状
、
○
借
地
借
家

人
の
場
合
は
契
約
書
の
写
し
な
ど

賃
借
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
る
書

類
、
○
年
途
中
で
取
得
し
た
所
有

者
及
び
訴
訟
当
事
者
の
場
合
は
関

係
書
類
の
写
し
、
○
法
定
相
続
人

の
場
合
は
身
分
関
係
を
証
明
で
き

る
も
の（
戸
籍
謄
本
）

※
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な

ど
）を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎（
２４
）５
２
１
８

ま
た
は
各
総

合
支

所
住
民
課

市
民
サ
ー
ビ
ス

問問

申申

問問

問問

（かくれんぼ）Cache Cache
カシュ カシュ

フランス菓子

フランス菓子を基本から始めてみませんか
フランス菓子教室毎月第２日曜日

毎月第1・第３日曜日に、「一日お菓子屋」をオープンしています。
ご登録まえにお試しください。詳細（お問い合わせ）は下記まで。

〔TEL〕22－5778　〔URL〕http://cachecache.cc
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等
順
守
）の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
周
知
徹
底
を
図
り
、
再
発
防
止

や
行
政
へ
の
信
頼
性
の
確
保
に
努

め
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
課
国
保
医
療
係

☎（
２４
）５
２
２
４

マ
ル
学
と
は
、
修
学
の
た
め
に

本
市
を
転
出
後
も
、
親
元
の
住
所

地
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
特
例
制
度
で
す
。

新
た
に
マ
ル
学
と
な
る
場
合
や
、

前
年
度
に
引
き
続
き
在
学
し
て
い

る
場
合
は
「
マ
ル
学
該
当
届
」、
卒

業
等
に
よ
り
在
学
し
な
く
な
っ
た

場
合
は
「
マ
ル
学
非
該
当
届
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
新
た
に
マ
ル
学
と
な
る
方

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の
…
在
学

証
明
書（
学
生
証
な
ど
の
他
の
証

明
書
は
不
可
）、
マ
ル
学
と
な
る
方

の
保
険
証
、
印
か
ん

○
手
続
き
先
…
本
庁
市
民
課
市
民

窓
口
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

◆
前
年
度
に
引
き
続
き
在
学
し
て

い
る
方

○
手
続
き
に
必
要
な
も

の
…
在
学
証
明
書（
本
年
４
月
１
日

以
降
に
証
明
さ
れ
た
も
の
）、
マ
ル

学
該
当
者
の
保
険
証
、
印
か
ん

○
手
続
き
先
…
本
庁
保
健
課
国
保

医
療
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

◆
卒
業
等
に
よ
り
在
学
し
な
く
な

っ
た
方

○
手
続
き
に
必
要
な
も

の
…
マ
ル
学
該
当
者
の
保
険
証
、

印
か
ん

○
手
続
き
先
…
本
庁
市
民
課
市
民

窓
口
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
住
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

市
民
課

窓
口
係
☎（
２４
）５
２
２

５
保
健
課

国
保
医
療
係
☎（
２４
）５

２
２
４

【
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
自
己
負

担
割
合
を
１
年
間
据
え
置
き
】

４
月
か
ら
、
７０
歳
以
上
７５
歳
未

満
の
方
の
医
療
機
関
窓
口
で
負
担

す
る
自
己
負
担
割
合
が
、
２
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

国
保
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
、
平

成
２６
年
３
月
ま
で
１
割（
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
の
ま
ま
）に
据
え
置

か
れ
ま
し
た
。

現
在
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
の

欄
に
「
２
割（
平
成
２５
年
３
月
３１

日
ま
で
は
１
割
）」
と
記
載
さ
れ
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

い
て
、
被
保
険
者
の
所
得
更
正
の

事
由
な
ど
に
よ
り
過
年
度
分
の
保

険
料
が
減
額
と
な
り
過
払
い
と
な

っ
て
い
る
保
険
料
に
つ
い
て
、
事
務

処
理
の
誤
り
か
ら
未
還
付
と
な
っ

て
い
る
事
例（
２４
人
６１
件
６
８
３
１

０
０
円
）が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
過
年
度
分
の
保
険
料

が
減
額
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
の
保
険
料
情
報
に
基
づ

き
、
被
保
険
者
へ
の
減
額
変
更
通

知
及
び
還
付
通
知
を
発
送
し
、
還

付
処
理
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
事
務
処
理
の
際
に

件
数
の
確
認
な
ど
を
怠
っ
た
た
め

に
生
じ
た
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
被
保
険
者
お
よ
び

相
続
人
の
方
々
に
お
詫
び
と
還
付

に
つ
い
て
連
絡
の
う
え
、
平
成
２４

年
度
内
に
返
還
手
続
き
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
職

員
に
職
員
と
し
て
の
基
本
的
な
心

構
え
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令

◆
日
時

４
月
１１
日（
木
）午
前
１０

時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ

ン
タ
ー（
１
階
）第
一
会
議
室

◆
相
談
時
間

一
人
２０
分
程
度

※
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の
み
ご

利
用
で
き
ま
す
。
相
談
日
の
１
か

月
前
か
ら
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
予
定
人
数
と
な
り
次
第

締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

会
津
若
松
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
で
⑨
の
次
に
⑤
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

◆
受
付
時
間

○
月
曜
日（
月
曜

日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）…
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

○
火
曜
日
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

○
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時

☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

修
学
の
た
め
の
保
険
証

「
マ
ル
学
」の
手
続
き
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
制
度
の

一
部
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

未
還
付
に
つ
い
て

保
健
・
医
療

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

電
話
で
の
年
金
相
談

年

金

い
る
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
に

つ
い
て
は
、
３
月
下
旬
に
新
た
な

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
し
た
。
な

お
、一
部
負
担
金
の
割
合
の
欄
は「
２

割（
平
成
２５
年
７
月
３１
日
ま
で
は

１
割
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
７５
際
未
満
の
自
己
負

担
限
度
額（
月
額
）も
据
え
置
き
】

４
月
か
ら
、所
得
区
分
が
「
一
般
」

の
方
の
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い

て
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
し

た
が
、
今
回
の
国
保
制
度
の
一
部

改
正
に
よ
り
平
成
２６
年
３
月
ま
で

据
え
置
か
れ
ま
し
た
。

保
健
課
国
保
医
療
係

☎（
２４
）５
２
２
４

山
麓
に
は
カ
タ
ク
リ
の
群
生
地

が
広
が
り
、
そ
の
可
憐
な
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
春
の
妖
精

に
会
い
に
鳥
屋
山
へ
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

４
月
２１
日（
日
）

○
受
け
付
け
…
午
前
８
時
〜
Ｊ
Ｒ

荻
野
駅
前（
た
か
さ
と
小
町
太
鼓
に

よ
る
演
奏
あ
り
）○
開
会
式
…
午

鳥
屋
山（
と
や
さ
ん
）山
開
き

案

内

問問

申申

問問

問問

問問
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参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

（
観
覧
の
み
の
場
合
は
申
し
込
み
不

要
）。

（
公
財
）福
島
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
☎
０
２
４（
５
２
３
）２
１

３
１
福
島
県
高
齢
福
祉
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
９
７

◆
期
間

４
月
６
日（
土
）〜
４
月

１５
日（
月
）１０
日
間

※
４
月
１０
日（
水
）は
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

◆
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ベ
ル
ト

し
た
？

み
ん
な
し
た
よ
が

合

言
葉
」

◆
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

◆
運
動
の
重
点

○
自
転
車
の
安

全
利
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

生
活
環
境
課
生
活
安
全
係

☎（
２４
）５
２
２
１

４
月
１
日
よ
り
次
の
区
域
で
下

水
道
供
用
お
よ
び
下
水
処
理
を
開

始
し
ま
す
。
供
用
を
開
始
す
る
区

５
月
２３
日（
木
）に
開
催
さ
れ
る

う
つ
く
し
ま
、
ふ
く
し
ま
健
康
福

祉
祭
「
第
２１
回
す
こ
や
か
福
島
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

◆
競
技
種
目

卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
、
な
ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、

ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
、

ゴ
ル
フ（
ゴ
ル
フ
の
み
６
月
４
日
実

施
）

◆
会
場

郡
山
市
内（
郡
山
総
合

体
育
館
ほ
か
）

◆
参
加
資
格

県
内
在
住
の
６０
歳

以
上
の
方（
昭
和
２９
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
）

◆
参
加
料

無
料

◆
締
め
切
り

○
ゴ
ル
フ
以
外
の

競
技
…
４
月
１９
日（
金
）
○
ゴ
ル

フ
交
流
大
会
…
先
着
順
５
月
２０
日

（
月
）

◆
そ
の
他

第
２６
回
全
国
健
康
福

祉
祭
こ
う
ち
大
会（
１０
月
開
催
）へ

の
派
遣
選
手
は
、
本
大
会
の
成
績

な
ど
を
参
考
に
選
考
さ
れ
ま
す
。

◆
参
加
費

無
料

※
先
着
３
０
０
人
に
記
念
バ
ッ
ジ

を
進
呈
し
ま
す
。

下
山
後
、
抽
選
で
地
場
産
品
が

当
た
る
「
ふ
る
さ
と
産
品
お
楽
し

み
抽
選
会
」
も
実
施
し
ま
す
。

喜
多
方
観
光
協
会（
観
光
交
流

課
内
）☎（
２４
）５
２
０
０

黒
森
山
は
、
く
じ
ら
山
の
愛
称

で
親
し
ま
れ
て
い
る
標
高
９
１
７

㍍
の
山
で
す
。

残
雪
の
間
に
イ
ワ
ウ
チ
ワ
の
花

が
咲
く
登
山
道
、
飯
豊
山
や
磐
梯

山
、
猪
苗
代
湖
の
眺
望
が
楽
し
め

ま
す
。
頂
上
で
は
黒
森
山
な
ら
で

は
の
当
日
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時

５
月
３
日（
金
）午
前
７

時
５０
分
集
合

◆
集
合
場
所

熱
塩
加
納
総
合
支

所◆
定
員

先
着
５０
人

◆
参
加
費

大
人
１
０
０
０
円

中
学
生
以
下
５
０
０
円
※
当
日
徴

収◆
締
め
切
り

４
月
２６
日（
金
）

黒
森
山
登
山
実
行
委
員
会
事

務
局（
熱
塩
加
納
総
合
支
所

産
業

課
内
）☎（
３６
）２
１
１
５

前
８
時
３０
分

○
出
発
…
午
前
９

時（
先
着
７
０
０
人
に
記
念
バ
ッ
ジ

進
呈
）

◆
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
荻
野
駅
前
〜
山

頂
５
・
２
㌔
㍍

◆
参
加
費

無
料

◆
そ
の
他

①
下
山
後
、
漆
窪
集

会
施
設
前
駐
車
場
に
お
い
て
甘
酒

等
の
無
料
配
布
や
お
楽
し
み
抽
選

会
を
行
い
ま
す（
か
け
そ
ば
・
あ
ん

こ
餅
・
特
産
品
な
ど
の
販
売
あ
り
）。

②
鳥
屋
山
以
外
の
山
開
き（
大
仏

山
・
黒
森
山
春
登
山
・
黒
森
山
）に

も
参
加
し
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
し

ま
す
。高郷

総
合
支
所
産
業
課

☎
０
２
４
１（
４４
）２
１
１
４

「
う
つ
く
し
ま
百
名
山
」
に
も
選

ば
れ
た
郷
土
の
山
「
大
仏
山
」
の

豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆
開
催
日

４
月
２９
日（
月
祝
）

※
荒
天
中
止

◆
受
付
場
所

岩
月
交
遊
館

◆
受
付
時
間

午
前
８
時
３０
分
〜

午
前
９
時
３０
分

◆
駐
車
場

約
２
０
０
台（
岩
月

交
遊
館
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
第
21
回
す
こ
や
か
福
島
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
」参
加
者
募
集

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
・
受

益
者
負
担
金
賦
課
区
域
の
縦
覧

大
仏
山
山
開
き

第
９
回
黒
森
山
春
登
山

問問

問問問問

問問

域
と
新
た
に
受
益
者
負
担
金
を
賦

課
す
る
区
域
を
縦
覧
し
ま
す
。

◆
供
用
開
始
お
よ
び
受
益
者
負
担

金
を
賦
課
す
る
区
域

喜
多
方
処

理
区
の
一
部
、
塩
川
処
理
区
の
一
部
、

熱
塩
加
納
処
理
区
の
一
部

※
詳
し
く
は
縦
覧
場
所
に
備
え
付

け
の
図
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
関
係
図
書
の
縦
覧

○
期
間

４
月
１
日（
月
）〜
１５
日（
月
）（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
○
時
間

午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

◆
縦
覧
場
所

下
水
道
課

下
水
道
課
総
務
係

☎（
２４
）５
２
５
０

◆
募
集
種
目

幹
部
候
補
生

◆
資
格

平
成
２６
年
４
月
１
日
現

在
で
２０
歳
以
上
２６
歳
未
満
の
者

（
学
位
取
得
に
よ
り
２８
歳
未
満
ま

で
の
採
用
応
募
資
格
も
あ
り
ま

す
）

◆
受
付
期
間

４
月
２６
日（
金
）ま

で◆
試
験
日

５
月
１１
日（
土
）〜
１２

日（
日
）

自
衛
隊

福
島
地
方
協
力
本
部

会
津
若
松
出
張
所（
会
津
若
松
市

門
田
町
大
字
黒
岩
字
大
坪
５７

－

１
）

☎
０
２
４
２（
２７
）６
７
２
４

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

問問

問問

申申

問問
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【
カ
ン
フ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
】

◆
日
時

５
月
〜
平
成
２６
年
３
月

の
金
曜
日（
全
２８
回
）午
後
６
時
３０

分
〜
８
時

◆
場
所

押
切
川
公
園
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

◆
対
象

市
内
に
住
む
医
師
に
運

動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
方
で
あ

っ
て
、
原
則
的
に
太
極
拳
未
経
験

者
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
、
ま

た
は
そ
れ
に
準
ず
る
方
。

※
保
護
者
の
同
伴
も
可
能
で
す
。

◆
内
容

カ
ン
フ
ー
体
操
、
ジ
ュ
ニ

ア
太
極
拳
、
入
門
長
拳
な
ど

◆
定
員

２０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
受
講
料

○
年
間
大
人
…
５
０

０
０
円
、
中
学
生
以
下
…
２
５
０

０
円（
中
学
生
以
下
）
○
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
料（
年
間
）
中
学
生
以

下
…
８
０
０
円

中
学
生
以
上
〜

６５
歳
未
満
…
１
８
５
０
円

６５
歳

以
上
…
１
０
０
０
円

※
両
ク
ラ
ス
共
に
、
年
度
途
中
の

辞
退
者
に
つ
い
て
の
受
講
料
、
損

害
保
険
料
は
返
金
し
ま
せ
ん
。

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防
係

☎（
２４
）５
２
４
２

花
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、

い
。

社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
班

☎（
２４
）５
２
７
６
各
総
合
支
所

住

民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

太
極
拳
は
、
健
康
法
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
中
国
で
生
ま
れ
た

武
術
で
す
。
太
極
拳
の
動
き
に
は
、

体
力
や
筋
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
日

常
生
活
を
楽
に
す
る
ヒ
ン
ト
が
隠

さ
れ
て
い
ま
す
。
武
術
太
極
拳
で

体
力
向
上
と
健
康
づ
く
り
を
実
践

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
】

◆
日
時

５
月
〜
１０
月

木
曜
日

（
全
１８
回
）午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

◆
場
所

押
切
川
公
園
体
育
館
軽

運
動
室

◆
対
象

原
則
的
に
太
極
拳
未
経

験
の
方
、
ま
た
は
経
験
の
浅
い
方

と
し
、
医
師
に
運
動
を
禁
止
さ
れ

て
い
な
い
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

◆
内
容

練
功
十
八
法
、
入
門
・

初
級
太
極
拳
、カ
ン
フ
ー
体
操
な
ど

◆
定
員

２０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
受
講
料

年
間
５
０
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
年
間
１
８

５
０
円
、
６５
歳
以
上
１
０
０
０
円

市
民
花
づ
く
り
講
座

観
光
バ
ス
の
運
行

基
礎
か
ら
学
ぶ
武
術
太
極
拳

教
室
受
講
生
募
集

育
成
医
療
は
、
喜
多
方
市
内
に

住
所
を
有
す
る
１８
歳
未
満
の
障
が

い
児
で
、
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、

現
在
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
に
す
る

と
身
体
に
障
が
い
を
残
す
と
認
め

ら
れ
る
場
合
で
、
手
術
な
ど
に
よ

り
確
実
な
治
療
効
果
が
期
待
で
き

る
際
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を

公
費
負
担
す
る
制
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

問

社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
班

☎（
２４
）５
２
７
６
各
総
合
支
所

住

民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

４
月
１
日
か
ら
「
障
害
者
自
立

支
援
法
」
が
「
障
害
者
総
合
支
援

法
」
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
障

が
い
者
の
範
囲
に
難
病
な
ど
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
難
病
に

罹
患
し
た
方
も
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
直
接
お
尋
ね
く
だ
さ

家
庭
や
職
場
で
花
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
初
心
者
の
方

な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

４
月
２３
日（
火
）午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分（
年
５
回
予

定
、
詳
細
は
開
講
式
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

◆
場
所

市
保
健
セ
ン
タ
ー（
３

階
）大
会
議
室

◆
内
容

花
づ
く
り
の
基
本
知
識

と
実
践

◆
募
集
人
数

３０
人
程
度

◆
募
集
期
間

４
月
１
日（
月
）〜

１５
日（
月
）

◆
受
講
料

年
間
５
０
０
円

市
民
花
づ
く
り
講
座
事
務

局（
鈴
木
宅
）☎（
２４
）２
０
５
２

市
へ
の
問
い
合
わ
せ
…
観
光
交
流

課
花
で
も
て
な
す
係

☎（
２４
）５
２
０
０

【
喜
多
方
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
「
ぶ

ら
り
ん
号
」】

市
内
散
策
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
期
間

４
月
６
日
〜
１１
月
３０
日

の
土
・
日
曜
、
祝
日
た
だ
し
、
４

月
２７
日
〜
５
月
６
日
と
８
月
１０
日

〜
８
月
１８
日
は
毎
日
運
行
。

◆
時
間

○
喜
多
方
駅
始
発
午
前

１０
時
３０
分
〜
最
終
午
後
３
時
ま
で

問問

問問
申申

案

内

自
立
支
援
医
療（
育
成
医
療
）が

県
か
ら
市
へ
権
限
移
譲
さ
れ
ま

す「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す

問問

１
日
５
便（
所
要
時
間
約
３５
分
）

○
「
長
床
」
行
き
は
喜
多
方
駅
始

発
午
後
２
時
５
分
の
１
日
１
便（
所

要
時
間
約
５０
分
）

◆
料
金

○
１
日
乗
り
放
題
大

人
５
０
０
円
、
子
ど
も（
小
学
生
以

下
）３
０
０
円

○
１
回
乗
車
券

大
人
２
０
０
円
、
子
ど
も
１
０
０

円【会
津
と
米
沢
を
結
ぶ
レ
ト
ロ
バ
ス

「
マ
ス
コ
ッ
ト
く
ん
」】

会
津
若
松
と
米
沢
を
結
ぶ
レ
ト

ロ
バ
ス
「
マ
ス
コ
ッ
ト
く
ん
」
が
運

行
さ
れ
ま
す
。

※
今
年
か
ら
平
日
運
行
が
な
く
な

り
、
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
運
行
内
容

４
月
６
日
〜
１１
月

３０
日
の
土
・
日
曜
、
祝
日
、
１
日

１
便
。
１
人
か
ら
の
予
約
で
も
運

行
し
ま
す
。

◆
主
な
停
車
場
所

喜
多
方
駅
、

会
津
若
松
駅
、
米
沢
駅
、
上
杉
神

社
な
ど

◆
料
金

喜
多
方
〜
米
沢
２
８
０

０
円
、
喜
多
方
〜
会
津
若
松
２
４

０
０
円（
大
人
片
道
）、
子
ど
も（
小

学
生
以
下
）は
半
額

※
マ
ス
コ
ッ
ト
く
ん
は
前
日
午
後
７

時
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

合
資
会
社
広
田
タ
ク
シ
ー

（
会
津
若
松
）

☎
０
２
４
２（
７５
）２
３
２
１

問問

申申

問問

申申



　広報きたかた　2013.4◯　◯◯

平成25年度 犬の登録及び狂犬病予防定期集合注射の実施について
　犬の飼い主の方は、狂犬病予防法により、生後91日以上の犬に対して、生涯１回の犬の登録と毎年１
回の狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。
　登録済の飼い主の方には、「通知書（裏面が予防注射申請書）」と「問診票」を送付しますので、集合
注射を希望する時は、記入の上、持参してください。すでに、犬が死亡・転出、所有者変更などをして
いるときはご連絡ください。
　未登録の飼い主の方は、「登録申請書」と「問診票」を準備しておりますので、当日記入してください。
※集合注射を受けることができるのは、健康な犬に限ります。問診の結果、集合注射を受けられないこ
とがあります。
※獣医師（動物病院など）で狂犬病予防注射を受ける予定があるときは、この集合注射は受けなくて結構
です。
※当日は、犬をおさえられる方が来てください。
《留意事項》       
　犬の健康や高齢等で注射に不安があるときや、下記の日程で都合が悪いときは、獣医師（動物病院など）
で診察と注射を受けてください。その際の料金は、診察を受けた獣医師（動物病院など）へ実費をお支払
ください。また、注射を受けた時は、獣医師より｢狂犬病予防注射済証明書｣の交付を受けて、下記の事
務担当課にて狂犬病予防注射済票（手数料550円）の交付を受けてください。
  下記の日程で、犬の登録手続き（手数料3,000円）ができないときは、市役所の事務担当窓口で手続きを
してください。        

事務担当　　喜多方市 生活環境課 環境推進班☎（24）5261
　　　　　熱塩加納総合支所 住民課☎（36）2113　　塩川総合支所 住民課☎（27）2400
　　　　　山 都 総 合 支 所 住民課☎（38）3805　　高郷総合支所 住民課☎0241（44）2113

狂犬病予防注射料金(福島県獣医師会) 2,550円
狂犬病予防注射済票交付手数料 550円
　　　　　　　計 3,100円

畜犬登録手数料 3,000円
※未登録の場合のみ

《 料　金 》

※狂犬病予防注射、登録の手続きは、いずれの会場でも受けられます。
※料金は、釣銭のないようご協力をお願いします。

《 日　程 》

地区 実施日 実施時間 実施場所

喜

多

方

4 月24日（水）
13：30～14：45 岩月交遊館前

15：00～15：30 治里集会所前

4月30日（火）
13：30～14：45 熊倉公民館前

15：00～15：30 本林集会所前

5月 7日（火）
13：30～14：45 松山公民館前

15：00～16：00 桜ガ丘福祉会館前

5月 8日（水）

 9：00～11：30 関柴公民館前

13：30～14：40 上三宮遊樹館前

15：00～16：00 慶徳ふれあい館前

5月 9日（木）
 9：00～11：30 喜多方プラザ北側駐車場内

13：30～15：30 豊川公民館前

5月13日（月）  9：00～11：30 喜多方市役所（本庁）北側駐車場車庫前

熱
塩
熱熱

加
塩塩

納
加加

4 月24日（水）  9：00～11：30
熱塩加納総合支所
除雪センター前5月13日（月） 13：30～15：30

地区 実施日 実施時間 実施場所

塩

川

4 月30日（火）

  9：00～  9：30 唐沢婦人ホーム前

  9：45～10：30 駒形地区公民館前

10：45～11：30 姥堂地区公民館前

5月 7日（火）
  9：00～  9：45 堂島地区公民館前

10：00～11：30 塩川体育館前

山

都

4 月25日（木）

13：30～14：30 山都保健センター前

14：40～15：00 小布瀬原公民館前

15：10～15：30 上林会館前

4月26日（金）

  9：00～10：10 山都保健センター前

10：25～10：50 堰沢会館前

11：10～11：30 舟引会館前

13：30～14：00 相川会館前

14：20～15：00 一ノ木会館前

高

郷
4 月25日（木）

  9：00～10：00 高郷総合支所前

10：20～11：00 高郷公民館前

11：20～12：00 福島商店前（大谷）
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　市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希望さ
れる方は電話予約をお願いします。
　相談予約は、毎月1日の午前８時30分から受け付けます。
（1日が土・日曜日の場合は、翌月曜日）

日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

人

権

18日（木）4月
午後 1時

～ 4時

少年センター
（本庁北側）

幸田久美子
丸山　キミ
人権擁護委員

生活環境課
☎（24）5221

法
律

26日（金）4月
午前10時
～午後 3時

少年センター
（本庁北側）

井川憲太郎
弁護士

消
費
生
活

11日（木）4月
　25日（木）
午前10時
～午後 3時

少年センター
（本庁北側）

横島　裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

11 日（木）4月
午前 9時30分
～10時30分

カイギュウランド
たかさと

　赤ちゃんから高齢者まで、健
康・栄養・運動・育児等につい
て保健師・栄養士が個別相談
に応じます。気軽にご利用くだ
さい。
　なお、喜多方市保健センター
で相談を希望される方のみ、事
前の電話予約（保健課健康係☎
（24）5223）をお願いします。

15日（月）
午前 9時30分
～10時30分

市保健
センター

16日（火）
午前 9時30分
～10時30分

山都保健
センター

23日（火）
午前 9時30分
～10時30分

塩川保健福祉
センター（いきい
きセンター）

24日（水）
午前 9時30分
～10時30分

熱塩加納保健
福祉センター
（夢の森）

※行政相談は５月に実施します。

休日 病院・医院名（　）内は所在地
4月
7日
（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

14日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

21日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

28日
（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

29日
（月）

小野病院（新町）
☎（22）0414

5月
3日
（金）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

4日
（土）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

5日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

6日
（月）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

4月
7日
（日）

大竹内科（幸町）
☎（22）0241

14日
（日）

高橋小児クリニック（上高額）
☎（25）7066

21日
（日）

君島内科消化器科クリニック
（上町東）　　　　　 ☎（24）5800

28日
（日）

くまたクリニック
（塩川町東栄町）　　 ☎（28）1233

29日
（月）

喜多方市地域・家庭医療センター
（西四ツ谷）　　　　 ☎（24）5320

5月
3日
（金）

武田医院（塩川町東栄町）
☎（27）4031

4日
（土）

手代木医院（上町東）
☎（22）0034

5日
（日）

鳴瀬病院（西四ツ谷）
☎（24）3333

6日
（月）

福田耳鼻咽喉科醫院（西四ツ谷）
☎（24）4187

月 日 献血時間 会　　場

4月
8日
（月）

午前 9時30分
～12時 塩川総合支所

午後 1時30分
～ 2時30分

JA会津いいで
塩川総合支店

街頭献血にご協力を！

司法書士無料相談開催

あいづ司法書士総合相談センターでは、相続登記や会社設
立などの登記相談、悪質商法などの消費者問題、借金などの
多重債務問題、東日本大震災関連、会津地方における豪雨災
害問題などの無料相談会を開催します。相談は無料ですが、
事前の予約が必要です。
◆相談日時　4月20日（土）午後1時～4時まで
◆場　　所　喜多方市厚生会館　
◆予約受付時間　午前10時～午後0時30分 午後1時30分～4時
申 あいづ司法書士総合相談センター

　  ☎0242（29）3155

問 問申 申
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4月・5月
喜多方市美術館からのご案内

一般図書

図書館イベント案内
□おはなしドライブ　4月7日、14日、21日、28日、
　午前11時～11時30分
□ちっちゃなおはなしかい　4月18日、午前
　11時～11時20分
□ユニットおりがみ教室　4月27日、午前10時
　～11時30分

新刊案内（一部）

★布の絵本展★
4月27日（土）～5月6日（月）終日開催

　布ならではの優しい感触とあたたかさが魅力の布絵
本を、この機会に是非ご覧ください。

★図書館おしごとたいけん隊★
4月28日（日）　午後1時30分～午後3時

　「図書館ってどんなお仕事をする所なの？」「ヒミツ
はあるのかな？」など、図書館に興味を持っている小学
校3～6年生のみなさん！そんな図書館のおしごとを体
験してみたい“おしごとたいけん隊員”大募集!!（定員は
10名ですので、お早めに。）
※事前に予約が必要になります。図書館カウンターま
たはお電話にてお申し込みください。

◆開館時間
○火～金曜日………午前9時30分～午後7時
○土･日･祝日…午前9時30分～午後5時30分
◆休  館  日 4月1日～5日（特別図書整理期間）
8日、15日、22日、30日
問 喜多方市立図書館☎（22）1855

飯野和好 絵本原画展
「ねぎぼうずのあさたろう」の
シリーズが好評の飯野和好の絵
本原画展を開催します。
『ねぎぼうずのあさたろう（そ
の１）』（福音館書店）、『ふよう
どのふよこちゃん』（理論社）、『く
ろずみ小太郎旅日記 おろち退治
の巻』などの絵本原画約70点を
紹介します。
◆会　　期　4月20日（土）～5月26日（日）
◆休 館 日　毎週水曜日
◆開館時間　午前10時～午後6時
　　　　　（最終入館5時30分まで）
◆観 覧 料　一　　　　般 500円（400円）
　　　　　高校・大学生 300円（250円）
　　　　　小・中学生　 200円（150円）
　　　　　（　）は20人以上の団体料金
飯野和好講演会&サイン会
◆日　　時　4月27日（土）　午後1時30分～3時
◆場　　所　喜多方プラザ　小ホール
◆申し込み　事前申し込みが必要です。
　　　　　美術館までお問い合わせください。
問 喜多方市美術館☎（23）0404

・子どもの本当の気持ちが見えるようになる本 原坂　一郎
・世界の香水 神話になった65の名作 マリ・ベネディクト・ゴーティ
・接着の科学 菅野　照造
・食と農のコミュニティ論 ―地域活性化の戦略― 碓井　嵩
・何のために生まれてきたの？ 希望のありか やなせ　たかし
・ソーシャルワーカーという仕事 宮本　節子
・八重とその時代 ―幕末と明治を生きた人々― 好川　之範
・沈黙の町で 奥田　英朗
・ハピネス 桐野　夏生
・ジャック・ロンドン奇想天外傑作選 ジャック・ロンドン

・知っておこう！くすりの使いかた１ 斉藤　ふみ子
・もっとこういうときどうするんだっけ 辰巳　渚
・こんな家にすんでたら ―世界の家の絵本― ジャイルズ・ラロッシュ
・ちいさいわたし かさい　まり
・もういいかい？ アイリーニ・サヴィデス
・おなべふこどもしんりょうじょ やぎゅう　げんいちろう
・プレッツェルのはじまり エリック・カール
・じゃんけんのすきな女の子 松岡　享子
・ねことテルと王女さま クライド・ロバート・ブラ
・ぼくくもくもをひろったよ（紙芝居） 長井　理佳／脚本

 
 
 
 
　
 問 問

児童図書

問 問

の『市民と市長の談話室』

◆日時･場所
○4月23日（火）午前9時～正午　高郷総合支所
○5月14日（火）午前9時～正午　市保健センター
○5月28日（火）午前9時～正午　山都総合支所
◆対話者　市民の皆さんなら、どなたでも対話
　　　　　 できます。
◆対話時間　1人（組）25分以内とします（受付順）。
◆申し込み　4月23日開催分は4月9日（火）まで高
　郷総合支所住民課へ、5月14日開催分は4月30
　日（火）まで総務課へ、5月28日開催分は5月14日
　（火）まで山都総合支所住民課へ電話でお申し込
　みください。
※有意義な対話になるよう、お申し込みの際に
　お話ししたい簡単な内容（例:｢○○活性化につ
　いての提案｣など）をお知らせください。
申  高郷総合支所住民課☎0241（44）2111

　　　総務課 広報広聴室☎(24)5206
　　　山都総合支所住民課☎(38)3800

　市政に対するご意見やご要望、まちづく
り提案、身近な話題など　市長と直接対話
してみませんか

 話  者  を募集します対 話 者 

問 問申 申

『ねぎぼうずのあさたろう
（その１）』福音館書店
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16,950世帯

50,915人

24,066人

26,849人

31人

71人

8 1人

5 9人

喜多方市の人口
（平成25年2月1日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、
死亡、転入、転出の数を加減して算出
した「福島県の推計人口」の数値を掲
載しています。

■所在地
中善寺
喜多方市関柴町関柴字権現沢2083-1
問 文化課 文化振興班☎(24)3821問問

るさとの

　中善寺薬師堂の本尊である木造
薬師如来坐像は、檜を材料とした
寄木造り、漆箔押の像で、鎌倉時代
の作とされています。その特徴は、
優雅・円満な面相で翻波式という
大小の衣文を交互に表現した襞が
美しく、姿も整っており、穏やかなう
ちにも落ち着いた気品のある作品
で、洗練された造形から京都で造ら
れ当地にもたらされたものと考えら
れています。また、その作風は平安
時代後期の典型的な定朝様式（仏
師定朝の創始した様式）を汲む作
例です。
　中善寺は、昔大きな霊場でありま
したが、次第に廃れたのを、元禄16
年（1703）栄昶が住職となり、苦心
の末に薬師堂の改築、仏像の修理
などを成し遂げました。そのため
人々は、木食上人（木の実を食べて
修行する僧）として敬ったと伝えら
れています。
　なお本寺には、栄昶が晩年に書
写した「大般若経六百巻」（市指定
重要文化財）も納められています。

国重要文化財【関柴町　中善寺】像高89.6センチ

もくもく ぞうぞう やくやく しし にょにょ らいらい ぞうぞうざざ
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